


リフォームの受注高は増加傾向

　

国
土
交
通
省
は
11
月
16
日
、
平
成
23
年

度
下
半
期
の
「
建
築
物
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
調
査
」
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
建
設
業
者
に
対
し
て
元
請

と
し
て
の
建
築
物
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
の
受
注
高
と
、
各
月
の
最
初

に
受
注
し
た
工
事
の
個
別
工
事
内
容
を
調

査
し
た
も
の
。
調
査
対
象
期
間
は
平
成
23

年
10
月
1
日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31
日
ま

で
の
間
。
期
間
中
に
お
け
る
建
築
物
リ
フ

ォ
ー
ム
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
全
体
の
受
注
高

は
4
兆
２
５
８
３
億
円
で
前
年
同
期
比

1
・
9
％
増
。
こ
の
う
ち
住
宅
に
関
す
る

工
事
は
1
兆
６
４
０
８
億
円
（
前
年
同
期

比
0
・
9
％
増
）、
非
住
宅
に
関
す
る
工

事
は
2
兆
６
１
７
５
億
円
（
同
2
・
5
％

増
）
と
な
り
、
両
方
の
分
野
で
増
加
し
て

い
る
。
特
に
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
反

映
し
て
、
東
北
3
県
（
岩
手
・
宮
城
・
福

島
）
は
受
注
高
が
前
年
同
期
比
１
１
５
％

増
と
大
幅
に
伸
び
て
い
る
。

　

用
途
別
に
見
る
と
、
住
宅
は
受
注
件
数

１
４
３
万
４
０
２
件
で
受
注
高
1
兆
６
４

０
８
億
円
（
前
年
同
期
比
0
・
9
％
増
）。

住
宅
に
お
け
る
利
用
関
係
別
の
受
注
高
で

は
、
賃
貸
住
宅
が
３
５
０
５
億
円
（
同

23
・
5
％
減
）
と
伸
び
悩
ん
だ
が
、
賃
貸

住
宅
以
外
は
1
兆
１
５
８
４
億
円
（
同

18
・
1
％
増
）
と
好
調
だ
っ
た
。
こ
の
結

果
か
ら
戸
建
住
宅
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

リ
フ
ォ
ー
ム
が
活
況
を
呈
し
た
こ
と
が
窺

え
る
。

　

非
住
宅
は
受
注
件
数
62
万
９
４
１
８
件

で
受
注
高
2
兆
６
１
７
５
億
円
（
同
2
・

5
％
増
）。
非
住
宅
の
受
注
高
で
は
事
務

所
６
７
３
９
億
円
（
同
60
・5%

増
）、
工

場
や
作
業
場
な
ど
の
生
産
施
設
２
９
８
６

億
円
（
同
9
・6%

増
）、
宿
泊
施
設
７
６

５
億
円
（
同
13
・8%

増
）
の
増
加
幅
が

大
き
い
。

　

工
事
の
目
的
別
の
項
目
で
は
、
住
宅
、

非
住
宅
と
も
前
年
同
期
と
同
様
に
「
劣
化

や
壊
れ
た
部
位
の
更
新
・
修
繕
」
の
件
数

が
1
位
で
あ
り
、
住
宅
で
１
１
２
万
２
２

３
６
件
（
前
年
同
期
比
10
・
4
％
減
）、

非
住
宅
で
44
万
４
６
０
１
件
（
同
25
・
6

減
）
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ
フ
ォ

ー
ム
の
動
機
付
け
と
し
て
の
要
素
は
弱
ま

っ
て
い
る
と
言
え
る
。
次
い
で
高
い
の
は

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
係
る
工
事
」
で

あ
り
、
住
宅
で
15
万
６
７
９
５
件
（
同

14
・
4
％
減
）、
非
住
宅
で
7
万
１
１
０

１
件
（
同
8
・
4
％
減
）
だ
っ
た
。
前
年

よ
り
も
伸
び
た
分
野
を
見
る
と
、
住
宅

で
は
「
耐
震
性
向
上
に
係
る
工
事
」（
同

21
・4%

）、
非
住
宅
で
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
」（
同
85
・
3
％
増
）
の
増
加
が
目

立
つ
。

　

工
事
部
位
別
の
内
訳
で
見
る
と
、
建
築

の
受
注
件
数
は
１
８
９
万
７
１
０
７
件

（
前
年
同
期
比
15
・
3
％
減
）、
設
備
の
受

注
件
数
は
１
１
９
万
９
６
４
８
件
（
同

15
・
0
％
減
）。
建
築
の
う
ち
、
建
具
は

住
宅
で
25
万
６
７
２
件
（
同
17
・
0
％

減
）、
非
住
宅
で
6
万
５
４
８
７
件
（
同

37
・
7
％
減
）。
非
住
宅
分
野
で
の
建
具

リ
フ
ォ
ー
ム
の
減
少
幅
が
大
き
か
っ
た
。

な
お
、
建
築
分
野
で
は
内
装
が
住
宅
で
48

万
５
８
６
２
件
（
同
10
・
7
％
減
）、
非

住
宅
で
16
万
２
６
５
件（
同
33
・
5
％
減
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
外
壁
の
住
宅
30
万

６
９
２
１
件
（
同
9
・
7
％
減
）、
非
住

宅
6
万
８
６
５
９
件
（
同
13
・
2
％
減
）

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
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全
日
本
木
工
機
械
商
業
組
合
（
福
本
豊

彦
理
事
長
）
は
11
月
７
日
と
８
日
の
２
日

間
、
岐
阜
県
飛
騨
・
高
山
で
平
成
24
年
度

人
材
育
成
研
修
会
を
実
施
し
、
飛
騨
木
工

連
合
会
を
中
心
に
飛
騨
家
具
ブ
ラ
ン
ド
を

構
築
し
て
安
心
・
安
全
な
製
品
づ
く
り
に

取
り
組
む
脚
物
産
地
の
家
具
産
業
、
高
山

市
の
地
域
を
あ
げ
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
へ

の
取
り
組
み
を
研
修
し
た
。

　

木
工
機
械
産
業
の
次
世
代
を
担
う
後
継

者
、
組
合
員
・
従
業
員
に
対
す
る
啓
蒙
活

動
と
し
て
全
日
本
木
工
機
械
商
業
組
合
が

実
施
す
る
人
材
育
成
研
修
会
、
今
年
は
飛

騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
、
飛
騨
産

業
㈱
、
岐
阜
県
生
活
技
術
研
究
所
を
訪
問

し
、
高
山
市
環
境
政
策
部
環
境
政
策
推
進

課
・
東
田
治
課
長
「
高
山
市
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て
」、
協
同
組
合
飛

騨
木
工
連
合
会
・
高
田
秀
樹
専
務
理
事

「
飛
騨
高
山
の
家
具
産
業
の
現
状
と
今
後

の
課
題
」、
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

タ
ー
・
尾
花
蕃
副
セ
ン
タ
ー
長
「
家
具
づ

東京機械展における飛騨産業のコーナー

飛騨産業・岡田社長

く
り
の
ル
ー
ツ
～
飛
騨
の
匠
に
つ
い
て
」、

高
田
秀
樹
専
務
理
事
と
尾
花
蕃
副
セ
ン
タ

ー
長
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
飛
騨
の
展
示

説
明
、
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
・
棚

橋
光
彦
教
授
「
木
材
の
大
変
形
と
加
工
技

術
～
曲
げ
木
、
三
次
元
圧
縮
加
工
」、
岐

阜
県
生
活
技
術
研
究
所
・
河
田
賢
次
所
長

「
木
材
、
人
間
工
学
、
住
環
境
等
関
連
の

研
究
紹
介
と
技
術
支
援
に
つ
い
て
」
ほ
か

の
講
演
、
見
学
を
通
じ
て
日
本
有
数
の
家

具
産
地
・
飛
騨
高
山
の
家
具
産
業
の
現
状

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
研
修
し
た
。
特

に
会
期
２
日
目
の
11
月
８
日
は
飛
騨
産
業

の
本
社
を
訪
問
し
午
前
９
時
か
ら
岡
田
贊

三
社
長
の
講
演
を
聞
く
と
と
も
に
、
同
社

工
場
を
見
学
し
た
。
地
域
の
ス
ギ
材
を
使

っ
た
家
具
の
製
造
に
取
り
組
む
岡
田
社
長

の
講
演
テ
ー
マ
は
「
木
を
愛
す
る
心
～
飛

騨
産
業
の
歴
史
と
も
の
づ
く
り
」
は
産
業

再
興
と
地
域
再
生
の
機
軸
と
な
る
べ
く
注

目
が
高
ま
る
森
林
資
源
、
木
材
利
用
の
先

進
事
例
だ
け
あ
っ
て
、
節
の
あ
る
家
具
の

商
品
開
発
か
ら
地
域
ス
ギ
材
に
よ
る
家
具

の
製
造
に
至
る
テ
ー
マ
は
参
加
者
の
高
い

関
心
を
集
め
た
。

　

講
演
の
中
で
岡
田
社
長
は
「
飛
騨
産
業

が
創
業
の
頃
は
ナ
ラ
林
、
ブ
ナ
林
が
至
る

所
に
広
が
っ
て
い
て
、
飛
騨
高
山
は
木
材

が
豊
富
な
地
域
で
も
あ
っ
た
。
豊
か
な
地

域
資
源
と
伝
統
的
に
残
っ
て
い
た
木
工
技

術
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
飛
騨
の
家
具
は

誕
生
し
た
。
し
か
し
戦
中
、
戦
後
に
伐
採

が
進
ん
だ
結
果
、
ナ
ラ
材
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
た
。
生
長
が
早
い
と
い
う
こ
と
で

植
林
さ
れ
た
の
は
杉
材
と
檜
材
。
檜
材
は

建
築
材
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
杉
材
は
輸

入
材
の
問
題
が
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ

な
か
っ
た
。
植
林
政
策
は
失
敗
し
、
間
伐

も
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
ん
な
に
山
に

木
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
木
材
を
輸
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、ず
っ
と
疑
問
で
し
た
。

国
産
木
材
を
使
う
こ
と
で
、
山
を
守
り
、

地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
い
く
道
は
な
い

も
の
か
と
強
く
感
じ
て
、
節
の
あ
る
家
具

が
成
功
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
杉
も
い

け
る
か
も
し
れ
な
い
。
杉
を
活
用
す
る
道

を
必
死
に
探
っ
て
み
た
」
と
語
り
、
国
産

杉
材
を
活
用
し
た
家
具
製
作
の
背
景
を
説

明
。
環
境
負
荷
を
下
げ
る
意
味
で
も
、
地

場
産
の
木
材
を
地
場
産
業
が
使
っ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

全
日
本
木
工
機
械
商
業
組
合　

人
材
育
成
研
修
会

飛
騨
・
高
山
で
家
具
産
業
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
学
ぶ
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